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の
農
業
振
興
の
あ
り
方
に

　
　

つ
い
て
定
め
る「
大
村
市
農

業
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
た

め「
大
村
市
農
業
基
本
計
画
審

議
会
」を
設
置
し
、委
員
17
人
に

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、昨
年
３
月
に
制
定
し

た「
大
村
市
農
業
基
本
条
例
」に

基
づ
き
、市
民
の
代
表
と
し
て
意

見
や
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、学
識
経
験

者
や
農
業
関
係
団
体
の
代
表
者
、

公
募
に
よ
る
市
民
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、９
月

頃
に
予
定
さ
れ
て
い
る
基
本
計

画
の
策
定
に
向
け
協
議
を
重
ね

ま
す
。

11/22
農
業
基
本
計
画
審
議
会

を
設
置

市

　
　

成
21
年
度
に
実
施
し
た
バ

　
　

イ
オ
マ
ス
賦
存
量
調
査
結

果
に
基
づ
き
、「
大
村
市
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
」を
策
定
す
る
た

め
、「
大
村
市
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
検

討
委
員
会
」を
設
置
し
、委
員
10

人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、生
ご
み
、間

伐
材
、も
み
殻
、家
畜
排
せ
つ
物

な
ど
動
植
物
か
ら
生
ま
れ
た
再

生
可
能
な
有
機
性
資
源
の
こ
と

で
、資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、ご
み
の

減
量
、地
球
温
暖
化
の
防
止
な

ど
に
役
立
ち
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
、学
識
経
験
者

や
商
工
業
団
体
、農
業
関
係
団

体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
ま
す
。
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バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
検
討
委
員
会
を
設
置

平

　
　

央
保
健
所
、長
崎
医
療
セ

　
　

ン
タ
ー
、大
村
市
医
師
会
、

市
立
大
村
市
民
病
院
お
よ
び
市

の
５
団
体
が
市
民
病
院
で
内
科

系
夜
間
初
期
診
療
を
１
月
４
日

か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
、こ
の
日

行
わ
れ
た
会
議
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
で
は
、昨
年
11
月

１
日
か
ら
夜
間
・
休
日
の
内
科
救

急
外
来
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
や
大
村
市
医

師
会
の
ご
協
力
に
よ
り
内
科
医

師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、毎
日

午
後
７
時
か
ら
10
時
ま
で
診
察

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12/22
市
民
病
院
の
内
科
系
夜

間
初
期
診
療
を
開
始

県

　
　

央
の
拠
点
と
し
て
隣
り
合

　
　

う
大
村
市
と
諫
早
市
の
連

携
と
交
流
を
図
ろ
う
と
、「
第
２

回
県
央
二
市
サ
ミ
ッ
ト
」が
諫
早

市
黒
崎
町
の
小
野
ふ
れ
あ
い
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は「
食
」を
テ
ー
マ
に
長

崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
学
長
森
泰

一
郎
氏
の
基
調
講
演
や
、県
立
大

村
城
南
高
校
と
同
諫
早
農
業
高

校
の
生
徒
に
よ
る
体
験
談
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
両
市
の
市
長
、市
議
会
議

長
、商
工
会
議
所
会
頭
ら
も
加

わ
り
、「
食
」を
通
し
て
両
市
の
郷

土
料
理
や
特
産
品
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

1/11
県
央
二
市
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催

県

　
　

ー
ト
レ
ー
ス
大
村
が
開
設
す

　
　

る
10
か
所
目
の
場
外
舟
券

発
売
所「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
さ
つ
ま

川
内
」が
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内

市
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
式
典
で
は
、松
本
市

長
、廣
瀬
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、薩
摩
川
内
市
側
か
ら
向
原

翼
副
市
長
、川
畑
善
照
市
議
会

議
長
な
ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し

て
開
場
を
祝
い
ま
し
た
。

　

「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
さ
つ
ま
川

内
」は
中
心
市
街
地
に
位
置
し
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村
の
本
場
レ
ー

ス
を
は
じ
め
、全
国
発
売
を
行
っ

て
い
る
Ｓ
Ｇ
や
Ｇ
Ⅰ
競
走
な
ど
も

発
売
。年
間
３
５
０
日
の
開
催
で
、

１
日
平
均
２
５
０
万
円
の
売
上

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

12/26
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア

さ
つ
ま
川
内
オ
ー
プ
ン

ボ
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こ
ど
も
夢
基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

こ
ど
も
夢
基
金
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

次
世
代
の
大
村
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
未
来
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、「
大
村
市
こ
ど
も
夢
基

金
」を
設
置
し
ま
す
。こ
れ
は
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
事
業
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と

し
て
、保
育
所
や
幼
稚
園
を
利
用
す
る
第
２

子
の
保
育
料
無
料
化
事
業
や
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種
事
業
、子
育
て
支

援
の
充
実
の
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事

業
に
活
用
し
ま
す
。

　

次
世
代
の
大
村
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
未
来
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、「
大
村
市
こ
ど
も
夢
基
金
」を
設
置

し
ま
す
。こ
の
基
金
は
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

事
業
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し
て
、

保
育
所
や
幼
稚
園
を
利
用
す
る
第
２
子
の
保

育
料
無
料
化
事
業
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

な
ど
の
予
防
接
種
事
業
、子
育
て
支
援
の
充

実
の
た
め
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
に
活

用
し
ま
す
。

●基金の設立（第2条関係）
　基金として積み立てる額は、毎年度予算で定める額とします。
 ＊ 積み立てる額は、モーターボート競走事業会計から一般会計に繰り
入れる金額の概ね1/２を超えない額を限度とします。

●基金の処分（第6条関係）
基金は、子育て支援を充実するために実施する事業の財
源として処分することができることとします。
●運用状況の公表（第2条関係）
基金の運用状況は、広報おおむらや市のホームページを通
じて毎年度公表することとします。
 ＊ こども夢基金条例は、市のホームページでもご覧いただけます。

●助成開始　１月24日㈪から

●助成対象者（保護者同伴を原則とします）

①小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワクチン
２か月～５歳未満の乳幼児（接種開始年齢により
1回～4回接種）

②子宮頸がん予防ワクチン（3回接種）
中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子
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肺＝小児用肺炎球菌ワクチン　ヒ＝ヒブワクチン　子＝子宮頸がん予防ワクチン

　１.地域における子育て力向上
　２.親と子の心とからだの健康づくり
　３.教育の充実
　４.子育てを支援する生活環境の整備
　５.仕事と生活・子育ての調和
　６.子どもの安全の確保
　７.きめ細やかな支援体制の強化
　　　　　　　　　　　　　　＊次世代育成支援（後期）行動計画より

●子宮頸がん予防ワクチン助成に関する特例措置（高校
１年生相当の年齢の女子）　
子宮頸がん予防ワクチン接種費用の助成対象者のうち、
現在高校1年生相当の年齢の女子は、3月31日までに1回
以上接種した場合に限り、4月以降の助成が受けられます。
また体調によっては、接種できない場合もありますので、
当日医療機関などでご確認ください。
＊詳しくは、市のホームページでもご覧いただけます。

%44230
$86886
%23850
%41103
@88177
$85648
%39990
@08123
$86000
%38819
%41161

伊崎脳神経外科・内科
上田記念クリニック
大村中央産婦人科
おび産婦人科医院
カメリアクリニック
神田クリニック
秋櫻醫院
後藤産婦人科
小松内科
さくらクリニック
貞松病院

医療機関名
指定医療機関（大村市医師会）

その他の指定医療機関

電話番号
%62288
%51507
%50648
%47200
$87777
%24000
%31234
@88686
%00320
%22252
%23574

さわ小児科
澤田胃腸科内科医院
下山耳鼻咽喉科医院
須田小児科医院
髙島脳神経内科
田川小児科
田崎医院
たしろ医院
たなか循環器内科
出口小児科医院
寺井医院

医療機関名 電話番号
ともなが内科クリニック
長崎医院
中田外科胃腸科
中牟田消化器内科クリニック
野口内科こども医院
前川クリニック
牧山医院
南野クリニック
山下外科医院
吉田内科クリニック
よしだレディースクリニック
レディースクリニックしげまつ

医療機関名 電話番号

ワクチン接種　指定医療機関一覧

こども夢基金を活用して、小児用肺炎球菌ワクチン・ヒブワク
チン・子宮頸がん予防ワクチンの接種費用の全額を助成します

け
い

市が目指す子育て支援の７つの基本目標

ふ 

ぞ
ん

せ
ん
だ
い

む
か
い
は
ら

か
わ
ば
た
よ
し
て
る

た
す
ぐ

も
り
た
い

い
ち
ろ
う

■こども政策課（内線170）

%45000
%58615
%40083
$87000
%22339
%36866
%57831
%32233
%47122
%21177
%62227
%49200

子 子ヒ ヒ肺 肺 子ヒ肺

● ●市立大村市民病院（高校生のみ） %22161 ほり内科クリニック $95090
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